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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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今
回
指
摘
を
す
る
事
故
が
い
か
な
る
事
由
で
発
生
し
、
そ
の
事
故
防
止
を
ど
う
米
国
側
に
求
め
る
か
は
、
大
和

市
民
は
も
と
よ
り
近
隣
市
民
も
強
く
政
府
の
責
任
と
態
度
を
見
守
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
九
八
八
年
八
月
二
十
九
日
午
後
六
時
四
十
七
分
頃
、
神
奈
川
県
大
和
市
に
あ
る
在
日
米
海
軍
厚
木
基
地
を
離

陸
し
た
Ａ

6
イ
ン
ト
ル
ー
ダ
ー
の
機
体
に
何
等
か
の
異
常
が
生
じ
、
大
和
市
上
空
千
フ
ィ
ー
ト
（
二
九
六
メ
ー
ト

ル
）
に
お
い
て
航
空
機
燃
料
を
放
出
し
た
と
同
基
地
渉
外
部
は
発
表
し
、
大
和
市
行
政
当
局
は
、
厚
木
基
地
航
空

施
設
司
令
官
宛
事
故
原
因
の
究
明
と
事
故
再
発
防
止
に
つ
い
て
強
く
申
入
れ
を
行
つ
て
い
る
。 

一 

今
回
の
離
陸
は
、
い
か
な
る
目
的
又
は
訓
練
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
か
。 

 
以
上
の
理
由
に
基
づ
き
、
そ
の
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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四 
二 
事
故
の
原
因
は
何
で
あ
つ
た
の
か
。
ま
た
、
事
故
当
時
の
放
出
燃
料
の
種
類
と
数
量
と
そ
の
危
険
度
に
つ
い

て
。 

三 

事
故
原
因
の
解
明
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
ら
れ
た
か
。 

四 

市
街
地
区
域
に
お
け
る
航
空
規
制
に
つ
い
て
（
特
に
燃
料
の
放
出
及
び
附
属
物
の
落
下
等
に
よ
る
住
民
へ
の

危
険
防
止
に
つ
い
て
の
日
米
間
の
取
決
め
）
、
ど
の
よ
う
な
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

五 

今
回
の
事
故
に
伴
う
今
後
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
米
国
政
府
及
び
関
係
機
関
に
ど
の
よ
う
な

申
入
れ
と
協
議
を
す
る
用
意
が
あ
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


